
Kanada Town PUB RIC RELATIONS 

M Came Ba-cl% 'I 
「ぼくたちのまち／＼、もどってきてネ」 

3月12日、サケの放流が彦山川、中元寺川で行われました。 

9回目を数える今回の放流には、町内4保育所、ひらばる幼稚園の園児ら約150人が参 

加。「遠賀川に鮭を呼び戻す会」の大里 叶さんが自宅井戸水を利用してふ化させた稚 

魚のうち約3千匹が、園児らが持ち寄った色とりどりバケツから川に放たれ、稚魚たち 

は元気よく河ロをめざしていました。 

サケの回帰率は、普通は3---4％ありますが、遠賀川水系で毎年放流されているもの 

は、0.01％と低いことから、建設省遠賀川工事事務所が今年から回帰率を高めるための 

実験を開始。川のにおいをかぎわけ、生まれ故郷の川に戻るという有力な説に従い、遠 

賀川の水でこのほどふ化に成功しました。将来は、遠賀川生まれのサケが成長して、産 

卵する生態系の回復を目標にしています。 

11年前から「遠賀川に鮭を呼び戻す会」が放流を続け、その輪も金田町を含め8カ所に 

広がりました。 

川筋育ちという言葉が象徴するように、わたしたち筑豊人にとっての母なる川。 

もっときれいに。そして毎年サケが川を上る姿を見たいものです。 



曾サケの放流 

◆風寺八幡宮川渡り神幸祭（田川市） 

毎年5月第3土、日曜日に行われる 

400年以上の歴史をもつ「J I'筋Eェつ山一ち 

の豪快な祭り。 

少年魚釣り大会（糸田町） 

町内の小、中学生を対象に毎年9月 

2日曜日に行われる。社会教育課主催 

業で、コイなどの放流も行っている。 

1 Lコ奪、 
ぶ彦山川いん万 

~ Love 彦山川（方城町）曾 

10月第2週、伊方橋下の河川敷で行 

われている。河川の清掃や川の生き物 

展など、環境保全をメインの催し。 

しじみの放流・しじみ祭り（大任町）曾 

水質浄化のため毎年7月シジミを放流。 

10月第4日曜日には、「しじみ祭り」を開催。 

シジミ掘りやイベントで河川敷はにぎわい 

をみせる。平成7年12月には、全国では例 

をみない「しじみ育成保護条例」を制定。 

祭り以外は、取ることを禁止している。 
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